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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AS02 経済学 B 経済学の考え⽅を⾝につける ⾼橋 真悟 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード 家計（消費者）の行動・企業（生産者）の行動・価格の決まり方 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー ⽕・⾦（時間は応相談）または授業後 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

経済学 B では、経済学 A に引き続き、経済を構成する家計（消費者）や企業（⽣産者）の⾏動、または市場にお
ける価格メカニズムなどを扱う経済理論の考え⽅を学ぶことを⽬的とします。 

到
達
目
標 

この講義を通じて、⽇常⽣活に溢れる経済学的要素を⾝につけると同時に、企業がどのようなことを考えながら企
業活動を⾏っているかを理解できるようにします。これに加えて経済学 B では、⾦融危機と⼈々の経済活動や鉄道
に関する経済学が理解できるようになることを到達⽬標とします。 

講
義
内
容 

経済活動はモノやサービスをつくって売り、それらを消費する⼀連の活動を指します。経済学 B では、経済学 A
に引き続き、楽しみながら経済学を学んでいきます。前半は企業と消費者に関係する内容を⾦融危機（リーマンシ
ョック）の内容も⼊れながら学習していきます。学期の最後の⽅では、鉄道の経済学を 2 回に分けて学習します。
なお、必要なキーワードは授業で毎回説明するので、経済学 A を受講していなくても問題ありません。 

講
義
#
$
%
&
'
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 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 授業概要・運営⽅法の説明・インセンティブ等（⼀部） 
第２講 ⾦融危機と経済主体（１） インセンティブ、モラルハザード、逆選択とは 
第３講 ⾦融危機と経済主体（２） 囚⼈のジレンマとは 
第４講 企業と消費者（１） ロックインとは 
第５講 企業と消費者（２） コミットメントとは 
第６講 企業と消費者（３） ヴェブレン効果とは 
第７講 企業と消費者（４） ⼼の会計とは 
第８講 現代の企業活動（１） スクリーニングとは 
第９講 現代の企業活動（２） オークション（勝者の呪い）とは 
第10講 現代の企業活動（３） レントシーキングとは 
第11講 現代の企業活動（４） 規模の経済性とは 
第12講 鉄道の経済学（１） 価格差別・機会費⽤とは 
第13講 鉄道の経済学（２） 本源的需要・派⽣需要とは 
第14講 総復習（１） キーワードの復習 
第15講 総復習（２） その他の復習 

指導方法 
講義はプリントを中⼼に⾏います。また、毎回授業内課題として映像資料を踏まえた問題（選択式と論述式の両⽅）
に取り組んでもらいます。 

事前学習 
次回扱うキーワードがどのようなものかをインターネットや書籍で調べ、具体的な例を考えてみてください（1 時
間半程度）。 

事後学習 
授業プリントを⼀通り読み直した後、キーワードの定義を⾔えるようにしてください。これとは別に、前の回でや
った課題（選択式と論述式）を間違えたところを中⼼に解き直してください（1 時間半程度）。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）50%、平常点（授業内課題）50% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内で解説をします。 

テキスト 特になし。毎回プリントを配布します。 

参考文献 吉本佳⽣・NHK「出社が楽しい経済学」制作班編『出社が楽しい経済学 2』NHK出版、2009年。 
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特記事項 他の学⽣の迷惑になるので私語をしないこと。授業中は PC・スマホを使⽤しないこと。また、授業中勝⼿に離席
しないこと。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AS03 経営学 A 経営学の基礎知識 伊藤 真⼀ １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード 経営学，企業，経営管理，マネジメント 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

経営学は，企業，病院，学校，部活・サークルといったあらゆる組織がいかにして⽬標を達成できるかを検討する学
問である。この講義では経営学の初学者が，経営学の基礎知識を習得することを⽬的としている。特に現代社会や経営
学にも重要な影響をもたらしている研究・概念や，経営学において最も研究蓄積が多く，⾝近で重要なトピックについ
て理解する。その上で，実際の現象について理解・説明・分析できる⼒を⾝につけることを⽬的とする。 

到
達
目
標 

1. 経営学の特徴を理解する 
2. 経営学の基本的な理論を習得する 
3. 学習した知識をもとに，実際の組織現象を理解・分析・説明できるようになる 

講
義
内
容 

経営学には，「企業の学問」，「社⻑のための学問」，「⾦儲けのための学問」といったイメージも存在するが，実際にはあらゆ
る「組織」(⽬標達成のために 2 ⼈以上の⼈間が協⼒する存在) がどのように組織の⽬標を達成することができるかを研究する
学問である。この講義では，そのような経営学の⽬的を解説した上で，経営学の基本的な理論を解説する。また，授業では実際
のケースも⽤いながら，理論的な観点から実際の現象を理解する。 
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 タイトル 内容 
第１講 ガイダンス:経営学とは 講義の受け⽅や成績評価，経営学とは何か 
第２講 科学的管理法 タスク管理，差別的出来⾼給，職能別職⻑制 
第３講 科学的管理法の功罪 科学的管理法がもたらしたものと悪影響 
第４講 ホーソン研究 経営学における⼼理的・社会的側⾯の重要性 
第５講 欲求とモチベーション モチベーションの定義と欲求理論 
第６講 ⼩テスト 1: 古典経営学 古典経営学についての理解度の確認 
第７講 ワーク・モチベーション 仕事におけるモチベーションの諸理論 
第８講 ケース: モチベーション 学習した理論を⽤いた実際のケースの分析 
第９講 個⼈のパーソナリティ パーソナリティの定義と Big Five モデル 
第10講 組織とパーソナリティ パーソナリティを踏まえた組織のマネジメント 
第11講 グループマネジメント 集団の諸理論とそのマネジメント 
第12講 ケース：組織と役割 役割理論とスタンフォード監獄実験 
第13講 ⼩テスト 2: 経営学の基礎 経営学の基礎理論についての理解度の確認 
第14講 リーダーシップ リーダーシップの定義と特性論，⾏動論，状況論 
第15講 ケース：リーダーシップ 学習した理論を⽤いた実際のケースの分析 

指導方法 

講義は，パワーポイントを⽤いて⾏い，履修者には⽳埋め式のプリントを配布する。講義では，⽉に 1-2 回
程度，ケース分析をしてもらう。具体的な内容としては実際の組織のケース（資料・映像）を視聴し，講義
で説明した理論を⽤いて分析し，リアクションペーパーを記⼊してもらう。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題をもって
授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験 70% (筆記試験)，平常点 30% (⼩テスト 15%×2 回) 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
⼩テストと本試験は返却しない。⼩テストについては授業内で解説を⾏う。 

テキスト 利⽤しない。 

参考文献 ⾺塲杉夫・蔡芢錫・福原康司・伊藤真⼀・奥村経世・⽮澤清明『マネジメントの航海図』，中央経済社，2015 年 
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